A certain circumstance of the alumni association in the early days of Waseda University : From Shunjyo Ichishima\u27s speech of the 25th anniversary of the Essa-kai. (市島春城「越佐会二十五周年紀念演説」) by 藤原 秀之
早
稲
田
大
学
草
創
期
に
お
け
る
校
友
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市
島
春
城
（
謙
吉
、
一
八
六
〇
│
一
九
四
四
）
が
随
筆
家
と
し
て
生
涯
に
二
〇
冊
以
上
の
随
筆
集
を
刊
行
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が１
、
同
時
に
、
講
演
な
ど
、
人
々
を
前
に
し
て
話
す
機
会
も
数
多
く
あ
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
一
部
が
随
筆
集
に
収
載
さ
れ
て
い
る
程
度
で
、
よ
く
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
大
隈
重
信
の
講
演
、
演
説
が
書
籍
や
レ
コ
ー
ド
と
な
り２
、
高
田
早
苗
の
講
演
集
が
出
版
さ
れ
て
い
る３
の
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
衆
議
院
議
員
と
し
て
郷
里
を
中
心
に
数
多
く
演
説
を
お
こ
な
い
、
ま
た
東
京
専
門
学
校
の
教
壇
に
立
ち
、
学
校
経
営
に
か
か
わ
る
者
と
し
て
は
基
金
募
集
な
ど
の
際
に
全
国
を
ま
わ
っ
て
呼
び
か
け
を
す
る
な
ど
、
演
説
、
講
演
の
経
験
は
豊
富
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
が
大
隈
や
高
田
の
よ
う
に
一
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
彼
ら
に
比
べ
て
春
城
の
知
名
度
が
低
い
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
春
城
自
身
も
「
私
も
長
い
間
大
雄
弁
家
の
大
隈
老
侯
に
追
随
し
、
其
の
演
説
を
何
百
回
も
聞
い
た
。
そ
れ
だ
け
で
も
演
説
が
上
手
に
な
り
さ
う
な
も
の
だ
が
、
生
来
無
器
用
で
一
向
に
上
達
し
な
い４
」
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
随
筆
家
と
し
て
「
現
代
随
筆
界
の
最
大
権
威５
」
と
も
言
わ
れ
た
春
城
で
あ
る
。
各
地
で
の
講
演
活
動
や
時
に
ラ
ジ
オ
放
送
を
通
じ
て
人
々
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
そ
の
言
葉
は６
、
文
字
と
し
て
読
ん
で
み
て
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
春
城
の
講
演
、
演
説
の
中
か
ら
、
早
稲
田
大
学
の
校
友
に
関
す
る
演
説
を７
紹
介
し
た
い
。
こ
の
中
で
春
城
は
、
校
友
た
ち
の
集
ま
り
に
は
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
早
稲
田
大
学
草
創
期
に
お
け
る
校
友
会
の
一
事
情
│
│ 
市
島
春
城
「
越
佐
会
二
十
五
周
年
紀
念
演
説
」
に
よ
る 
│
│
藤　
原　
秀　
之
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』
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六
十
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二
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一
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年
三
月
）
─　　─56
か
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
自
身
の
青
年
期
と
演
説
当
時
の
学
生
気
質
の
違
い
に
つ
い
て
、
軽
妙
な
語
り
口
で
述
べ
て
い
る
。
今
に
も
通
じ
る
部
分
が
あ
る
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て
春
城
の
人
と
な
り
に
触
れ
る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
　
早
稲
田
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
専
門
学
校
が
創
設
さ
れ
た
の
が
一
八
八
二
年
（
明
治
十
五
）、
最
初
の
卒
業
生
（
当
時
は
得
業
生
と
称
し
た
）
十
一
名
を
送
り
出
し
た
の
が
一
八
八
四
年
の
こ
と
で
あ
り
、
翌
一
八
八
五
年
に
は
新
た
に
六
七
名
の
得
業
生
が
あ
っ
た８
。
そ
の
後
も
年
々
増
え
続
け
る
得
業
生
と
学
校
と
の
間
に
親
密
な
関
係
を
維
持
す
べ
く
、
校
友
会
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
一
八
八
五
年
の
十
二
月
、
発
起
人
代
表
の
高
田
早
苗
を
中
心
と
し
た
有
志
五
〇
余
名
に
よ
り
発
会
式
が
行
わ
れ
、
同
時
に
「
校
友
会
規
約
」
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
発
足
し
た
早
稲
田
大
学
校
友
会
は
二
〇
一
五
年
に
創
設
一
三
〇
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
今
日
、
約
五
九
万
人
と
言
わ
れ
る９
早
稲
田
大
学
の
校
友
（
稲
門
と
称
さ
れ
る
）
の
原
点
が
、
そ
こ
に
あ
る
。
草
創
期
の
卒
業
生
達
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
地
域
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
べ
く
尽
力
し
た
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
資
料
は
、
当
時
の
校
友
た
ち
の
集
ま
り
の
中
で
も
特
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
「
越
佐
会
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
「
越
佐
会
」
は
そ
の
字
の
如
く
、
越
後
・
佐
渡
、
す
な
わ
ち
現
在
の
新
潟
県
出
身
者
を
中
心
と
し
た
人
々
の
集
ま
り
で
あ
る
。
今
日
で
こ
そ
、
在
学
生
に
占
め
る
新
潟
県
人
の
割
合
は
他
県
と
比
し
て
格
別
多
い
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
当
初
は
数
の
上
で
も
、
ま
た
そ
の
後
の
大
学
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
重
要
な
役
割
を
果
す
人
物
を
数
多
く
輩
出
し
て
い
たＡ
。
新
潟
県
出
身
者
と
早
稲
田
大
学
の
つ
な
が
り
を
考
え
た
と
き
、
そ
の
中
心
に
春
城
が
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
彼
は
越
佐
会
の
会
長
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
越
佐
会
に
つ
い
て
、
春
城
と
の
関
係
を
中
心
に
そ
の
概
要
を
述
べ
て
お
き
た
いＢ
。
　
東
京
専
門
学
校
の
創
立
か
ら
一
年
、
越
後
、
佐
渡
出
身
の
在
学
生
に
よ
っ
て
、
相
互
の
懇
親
と
弁
論
の
修
練
を
目
的
と
す
る
越
佐
懇
親
会
と
称
す
る
団
体
が
設
立
さ
れ
た
。
学
校
と
の
関
係
で
言
え
ば
、「
郷
党
に
母
校
を
紹
介
し
、
其
子
弟
の
入
学
を
慫
慂
し
たＣ
」
だ
け
で
な
く
、
早
稲
田
大
学
草
創
期
に
お
け
る
校
友
会
の
一
事
情
─　　─57
草
創
期
の
学
校
設
備
の
不
完
全
を
補
う
手
だ
て
の
一
つ
と
し
て
、
会
員
相
互
で
利
用
す
る
た
め
の
図
書
を
購
入
し
た
が
、
そ
れ
は
後
に
図
書
館
に
収
め
ら
れ
、
今
日
に
続
く
図
書
館
蔵
書
の
一
つ
の
核
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
一
八
八
三
年
（
明
治
十
六
）
七
月
、
十
一
名
の
出
席
者
に
よ
る
第
一
回
の
会
合
が
開
か
れ
、
そ
の
後
、
ほ
ぼ
月
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
定
例
会
が
開
催
さ
れ
た
。
記
録
に
よ
れ
ば
当
初
は
会
則
の
策
定
を
中
心
に
議
さ
れ
て
い
た
が
、
第
五
回
の
例
会
（
一
八
八
三
年
十
二
月
）
で
は
会
員
の
広
井
一
、
昆
田
文
次
郎
がＤ
演
説
を
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
弁
論
の
修
練
と
い
う
発
会
の
趣
旨
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
の
ち
会
で
は
会
員
相
互
に
よ
る
演
説
や
あ
る
い
は
外
部
か
ら
人
を
招
い
て
話
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
常
と
な
っ
て
い
っ
た
。
春
城
も
第
二
一
回
大
会
を
皮
切
り
に
、
し
ば
し
ば
登
壇
し
て
い
るＥ
。
　
そ
の
後
「
本
校
が
改
称
の
結
果
各
分
科
の
数
を
増
し
、
各
自
学
ぶ
所
を
異
に
し
た
る
た
め
、
其
方
面
毎
に
一
小
団
体
の
分
立
せ
し
と
、
一
に
は
郷
国
に
於
け
る
出
身
中
学
に
依
り
、
或
は
郡
別
に
よ
り
て
団
結
せ
る
小
会
の
分
立
しＦ
」、
結
果
と
し
て
新
潟
県
全
体
の
校
友
組
織
で
あ
る
越
佐
会
は
当
初
の
勢
い
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）、
あ
ら
た
め
て
会
の
発
展
の
た
め
に
会
則
を
整
備
、
会
長
、
評
議
員
を
お
く
こ
と
と
し
、
春
城
は
初
代
会
長
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
迎
え
た
第
一
八
八
回
の
創
立
二
五
周
年
紀
念
大
会
の
演
説
記
録
が
今
回
紹
介
す
る
資
料
で
あ
る
。
こ
の
演
説
会
は
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
）
三
月
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
越
佐
会
が
新
た
な
体
制
の
も
と
、
今
一
度
か
つ
て
の
よ
う
に
盛
会
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
時
期
の
も
の
だ
と
い
え
る
。
こ
の
日
の
こ
と
を
春
城
は
「
午
後
一
時
よ
り
図
書
館
楼
上
ニ
於
て
、
越
佐
会
創
立
廿
五
周
年
紀
念
演
説
会
を
開
く
、
大
隈
伯
、
竹
越
与
三
郎
、
増
田
義
一
、
建
部
遯
吾
、
及
余
演
説
す
、
四
時
よ
り
伯
爵
邸
の
日
本
坐
敷
ニ
於
て
宴
会
を
開
く
、
百
二
十
名
来
会
あ
り
、
越
佐
会
ニ
於
て
は
未
曽
有
の
盛
会
な
り
し
、
数
日
準
備
ニ
忙
殺
さ
れ
た
る
余
の
責
任
あ
る
本
会
も
目
出
度
こ
れ
に
て
済
み
た
りＧ
」
と
し
て
、
会
長
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
た
安
堵
感
を
日
誌
に
記
し
て
い
る
。
会
長
と
な
っ
た
春
城
は
、
従
来
の
会
則
を
再
検
討
し
、
会
費
徴
収
の
原
則
と
、
年
一
回
の
会
報
発
行
な
ど
の
方
針
を
示
し
、
さ
ら
に
は
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
に
は
在
学
中
の
越
佐
出
身
者
の
交
流
の
場
と
し
て
、
他
の
主
要
メ
ン
─　　─58
バ
ー
と
共
同
出
資
し
て
学
校
近
く
に
一
家
を
借
り
受
け
、「
越
佐
倶
楽
部
」
を
設
置
す
る
な
ど
発
展
に
尽
く
し
た
が
、
会
の
勢
い
は
往
事
ほ
ど
に
は
戻
ら
ず
、
越
佐
倶
楽
部
も
一
九
二
六
年
（
大
正
十
五
）
に
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
春
城
は
一
九
三
八
年
（
昭
和
十
三
）
ま
で
、
三
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
会
長
を
つ
と
め
たＨ
。
　
春
城
に
と
っ
て
新
潟
と
い
う
地
が
郷
里
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
政
治
家
時
代
に
も
、
ま
た
大
学
経
営
に
深
く
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
物
心
両
面
で
依
拠
す
る
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
同
郷
の
人
々
へ
の
思
い
は
強
く
、
越
佐
会
に
も
深
い
思
い
入
れ
が
あ
り
、
大
学
経
営
の
表
舞
台
か
ら
去
っ
た
後
も
、
越
佐
会
と
の
関
係
は
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
うＩ
。
今
回
紹
介
す
る
演
説
も
、
春
城
の
越
佐
会
に
対
す
る
強
い
思
い
が
溢
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
　
さ
て
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
市
島
春
城
に
つ
い
て
は
、
本
紀
要
に
過
去
二
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
ほ
ぼ
毎
号
の
よ
う
に
そ
の
足
跡
、
業
績
が
紹
介
さ
れ
、
最
近
で
は
学
外
で
所
蔵
さ
れ
る
自
筆
資
料
の
調
査
も
進
ん
で
い
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
春
城
の
自
筆
資
料
が
約
一
〇
〇
〇
点
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
一
つ
が
、
早
稲
田
大
学
、
大
隈
重
信
、
そ
し
て
日
本
近
代
史
研
究
に
あ
ら
た
な
一
石
を
投
じ
て
く
れ
る
よ
う
な
内
容
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
自
筆
資
料
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
が
日
々
の
出
来
事
を
細
か
く
綴
っ
た
日
誌
で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
日
誌
と
は
別
に
春
城
が
日
々
体
験
し
、
感
じ
た
こ
と
を
綴
っ
た
筆
録
類
で
あ
る
。
こ
う
し
た
資
料
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
、
現
在
図
書
館
が
公
開
を
進
め
て
い
る
「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://w
w
w
.w
ul.w
aseda.
ac.jp/kotenseki/
）
に
よ
り
、
そ
の
全
文
を
精
細
な
画
像
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
翻
刻
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
は
決
し
て
多
く
な
い
。
本
来
な
ら
ば
そ
の
す
べ
て
を
紹
介
で
き
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、
あ
ま
り
に
膨
大
で
あ
り
、
日
誌
で
す
ら
、
図
書
館
長
在
任
時
代
の
も
の
か
ら
と
い
う
こ
と
で
本
紀
要
に
掲
載
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
は
未
紹
介
で
あ
る
。
ま
し
て
や
筆
録
類
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
部
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
一
冊
を
ま
と
め
て
翻
刻
・
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
春
城
の
思
早
稲
田
大
学
草
創
期
に
お
け
る
校
友
会
の
一
事
情
─　　─59
想
、
そ
し
て
彼
も
含
め
た
周
辺
の
人
物
に
つ
い
て
検
討
す
る
上
で
、
こ
れ
ら
筆
録
類
の
検
討
は
、
日
誌
と
と
も
に
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
く
る
。
　
今
回
、
彼
の
考
え
の
一
端
を
示
す
演
説
を
紹
介
し
た
が
、
今
後
は
春
城
の
筆
録
類
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
翻
刻
作
業
を
進
め
、
紹
介
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
注（１
）　
以
下
、
市
島
春
城
の
伝
記
、
随
筆
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
①
春
城
日
誌
研
究
会
「
市
島
謙
吉
（
春
城
）
年
譜
（
稿
）」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
五
七
号
、
二
〇
一
〇
年
）、
②
拙
稿
「
春
城
市
島
謙
吉
先
生
と
早
稲
田
大
学
図
書
館
」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
五
七
、
二
〇
一
〇
年
）、
③
同
「
解
説
と
解
題
」（『
市
島
春
城
随
筆
集
』
第
十
一
巻
、
ク
レ
ス
出
版
、
一
九
九
六
年
）
参
照
。
（
２
）　
早
稲
田
大
学
編
輯
部
『
大
隈
伯
演
説
集
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
〇
七
年
）、
同
『
高
遠
の
理
想　
大
隈
伯
演
説
集
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
一
五
年
）、『
帰
郷
記
念　
大
隈
侯
爵
講
演
集
』（
大
隈
侯
講
演
集
記
念
刊
行
会
編
刊
、
一
九
一
八
年
）。
大
隈
重
信
述
『
世
界
的
偉
人
之
声　
憲
政
ニ
於
ケ
ル
輿
論
ノ
勢
力
』（
レ
コ
ー
ド
、
日
本
蓄
音
器
商
会
、
一
九
一
五
年
）。
な
お
こ
の
レ
コ
ー
ド
の
冒
頭
部
分
で
大
隈
を
紹
介
す
る
言
葉
を
述
べ
て
い
る
の
が
春
城
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
後
掲
注（
４
）参
照
）。
（
３
）　
『
高
田
早
苗
博
士
大
講
演
集
』（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
二
七
年
）。
（
４
）　
市
島
春
城
「
演
説
思
ひ
出
譚
」（『
春
城
漫
筆
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
二
九
年
）。
（
５
）　
『
春
城
漫
筆
』
巻
末
収
載
の
『
春
城
随
筆
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
刊
）
広
告
に
よ
る
。
（
６
）　
刊
行
さ
れ
た
随
筆
に
収
録
さ
れ
た
講
演
記
録
は
「
日
本
趣
味
漫
談
」（『
文
墨
余
談
』、
翰
墨
同
好
会
、
南
有
書
院
、
一
九
三
五
年
）、「
滝
沢
馬
琴
翁
を
偲
び
て
」（『
小
精
廬
雑
筆
』、
ブ
ツ
ク
ド
ム
社
、
一
九
三
三
年
）、
ラ
ジ
オ
放
送
の
記
録
に
は
「
読
書
の
鼓
吹
」（『
春
城
漫
筆
』、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
二
九
年
）、「
左
義
長
」、「
昔
の
学
生
々
活
」（
い
ず
れ
も
『
文
墨
余
談
』）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
昔
の
学
生
々
活
」
は
「
放
送
し
た
る
草
稿
に
聊
か
増
補
し
た
も
の
」
と
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
今
回
紹
介
し
た
演
説
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
（
７
）　
演
説
は
「
多
く
の
人
の
前
で
自
分
の
主
義
、
主
張
や
意
見
を
述
べ
る
こ
と
」、
講
演
は
「
多
く
の
人
に
向
か
っ
て
あ
る
題
目
に
つ
い
て
話
す
こ
と
」
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（
い
ず
れ
も
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
縮
刷
版
、
小
学
館
、
一
九
八
四
、
一
九
八
五
年
、
に
よ
る
）
で
あ
り
、
演
説
の
ほ
う
が
話
者
の
主
張
が
強
く
表
現
さ
れ
る
も
の
だ
と
わ
か
る
。
今
回
紹
介
す
る
資
料
は
、
標
題
に
は
「
演
説
」
と
あ
る
が
、
そ
こ
ま
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
は
な
い
の
で
講
演
と
表
現
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
当
時
の
学
生
達
に
と
っ
て
「
演
説
会
」
は
互
い
の
意
見
を
発
表
し
、
批
評
し
あ
う
場
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
越
佐
会
も
そ
う
し
た
場
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
こ
で
の
話
が
「
演
説
」
と
し
て
記
録
さ
れ
た
こ
と
も
理
解
で
き
る
。
前
掲
注（
４
）参
照
。
（
８
）　
校
友
会
設
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
編
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
一
巻
（
早
稲
田
大
学
、
一
九
七
八
年
）
参
照
。
（
９
）　
早
稲
田
大
学
校
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
二
〇
一
三
年
四
月
現
在
の
校
友
会
正
会
員
（
卒
業
生
、
教
職
員
校
友
、
推
薦
校
友
、
名
誉
博
士
）
は
五
八
万
七
千
人
余
、
逝
去
者
を
含
め
る
と
六
七
万
人
近
い
数
字
と
な
る
。http://w
w
w
.w
aseda.jp/alum
ni/about/aboutus.htm
l　
参
照
。
（
10
）　
草
創
期
の
各
県
別
の
学
生
数
を
見
る
と
新
潟
は
総
数
六
三
名
、
得
業
生
数
二
四
名
で
あ
り
、
こ
れ
は
い
ず
れ
も
全
国
で
二
番
目
に
多
い
数
字
で
あ
る
（『
東
京
専
門
学
校
人
名
簿
』
一
八
八
九
年
一
〇
月
調
）。
ま
た
そ
の
後
、
大
学
開
校
に
あ
た
り
全
国
か
ら
基
金
を
募
っ
た
際
、
こ
れ
に
応
じ
た
人
数
も
新
潟
は
東
京
に
つ
い
で
二
番
目
に
多
い
一
五
六
名
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
全
体
の
約
一
割
に
相
当
し
て
い
る
（『
早
稲
田
大
学
開
校
・
東
京
専
門
学
校
創
立
廿
年
紀
念
録
』
一
九
〇
二
年
）。
（
11
）　
越
佐
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
『
早
稲
田
大
学
同
窓　
越
佐
会
略
歴
』（
同
会
、
一
九
三
一
年
）
に
よ
る
。
ま
た
、
関
連
資
料
五
八
八
点
が
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
収
載
さ
れ
た
「
越
佐
会
関
係
資
料
情
報
」（http://w
w
w
.w
aseda.jp/archives/essakai.pdf
）
参
照
。
（
12
）　
前
掲
注（
11
）二
頁
。
（
13
）　
広
井
一
（
一
八
六
五
│
一
九
三
四
）
は
越
後
国
古
志
郡
生
。
長
岡
学
校
か
ら
東
京
専
門
学
校
に
進
み
、
卒
業
後
は
郷
里
に
戻
り
、
北
越
新
報
社
長
、
県
会
議
員
を
つ
と
め
、
長
岡
銀
行
創
設
に
も
尽
力
し
た
。
早
稲
田
大
学
評
議
員
と
し
て
学
校
経
営
に
か
か
わ
り
、
特
に
校
友
会
活
動
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
。
昆
田
文
次
郎
（
一
八
六
二
│
一
九
二
七
）
は
越
後
新
発
田
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
、
一
八
八
五
年
（
明
治
十
八
）
に
東
京
専
門
学
校
を
卒
業
し
、
法
律
部
門
の
担
当
者
と
し
て
古
河
合
名
会
社
に
入
り
、
総
務
部
長
、
さ
ら
に
は
理
事
長
と
な
っ
た
。
越
佐
会
創
立
時
の
一
員
で
あ
り
、
維
持
員
と
し
て
晩
年
ま
で
大
学
と
の
関
係
が
続
い
た
。
市
島
春
城
『
随
筆
早
稲
田
』（
翰
墨
同
好
会
、
南
有
書
院
、
一
九
三
五
年
）、『
越
佐
人
名
辞
書
』（
同
書
刊
行
会
、
一
九
三
九
年
）、『
日
本
人
名
大
事
典
』
二
、
五
（
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
）。
（
14
）　
一
八
八
五
年
（
明
治
十
八
）
四
月
の
第
二
一
回
は
、
出
獄
し
た
春
城
を
迎
え
て
の
大
会
と
い
う
位
置
づ
け
で
開
催
さ
れ
た
。
当
時
春
城
は
郷
里
新
早
稲
田
大
学
草
創
期
に
お
け
る
校
友
会
の
一
事
情
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潟
で
『
高
田
新
聞
』
を
刊
行
、
記
事
の
内
容
が
新
聞
紙
条
例
に
触
れ
た
と
し
て
一
八
八
三
年
に
収
監
、
約
八
ヶ
月
の
獄
中
生
活
を
経
て
出
獄
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
（
前
掲
注（
１
）③
参
照
）。
こ
の
と
き
春
城
は
「
獄
中
実
況
の
報
道
」
を
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
後
に
は
会
長
と
い
う
立
場
も
あ
っ
て
か
、
会
の
来
歴
や
意
義
、
大
学
の
基
金
募
集
の
話
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
る
（
前
掲
注（
11
）参
照
）。
春
城
の
演
題
は
前
掲
注（
６
）の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
選
挙
運
動
の
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
で
の
演
説
の
際
に
も
政
治
に
話
題
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
、
そ
う
し
た
と
き
に
は
警
察
の
目
を
気
に
し
な
が
ら
の
演
説
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
早
稲
田
大
学
の
前
身
東
京
専
門
学
校
の
大
講
堂
に
演
説
会
を
催
し
た
時
、
私
は
政
談
を
な
す
べ
く
登
壇
す
る
と
、
警
官
が
サ
ー
ベ
ル
を
鳴
ら
し
て
臨
監
に
や
つ
て
来
た
の
で
、
倉
皇
早
変
り
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
丁
度
其
頃
外
国
の
煙
草
の
歴
史
を
読
ん
で
ゐ
た
の
で
、
取
り
敢
へ
ず
そ
れ
を
話
材
と
し
て
お
茶
を
濁
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
述
べ
、
臨
機
応
変
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
前
掲
注（
４
）
。
（
15
）　
前
掲
注（
11
）三
頁
。
な
お
、「
本
校
が
改
称
」
と
は
、
一
九
〇
二
年
の
東
京
専
門
学
校
か
ら
早
稲
田
大
学
へ
の
改
称
の
こ
と
。
（
16
）　
『
春
城
日
誌　
明
治
四
十
一
年
一
月
以
降
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
市
島
春
城
資
料
）。
な
お
、
読
点
は
適
宜
補
っ
た
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
演
説
者
に
増
田
義
一
の
名
が
見
え
て
い
る
が
、
今
回
紹
介
す
る
資
料
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
（
17
）　
前
掲
注（
１
）①
参
照
。
な
お
、
春
城
の
後
の
会
長
に
は
増
田
義
一
（
一
八
六
九
│
一
九
四
九
）
が
就
任
す
る
。
増
田
は
東
京
専
門
学
校
卒
業
後
、
読
売
新
聞
社
に
入
社
、
一
九
〇
〇
年
に
実
業
之
日
本
社
を
創
立
し
出
版
業
に
進
出
、
さ
ら
に
衆
議
院
議
員
と
な
り
副
議
長
を
つ
と
め
た
人
物
で
あ
る
（『
日
本
人
名
大
事
典
』
現
代
、
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
）。
（
18
）　
図
書
館
長
等
、
大
学
の
役
職
を
辞
し
た
後
の
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
四
月
の
第
二
〇
六
回
の
席
上
、
春
城
は
越
佐
会
会
長
の
職
も
辞
す
る
と
い
う
決
意
を
示
す
が
、
強
い
慰
留
を
受
け
、
新
会
長
決
定
ま
で
と
い
う
条
件
付
で
職
に
留
ま
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
後
も
越
佐
会
創
立
四
〇
周
年
を
前
に
、
さ
ら
な
る
大
学
と
の
連
携
強
化
を
訴
え
る
な
ど
、
会
の
発
展
に
尽
力
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
前
掲
注（
11
）参
照
）。
 
（
ふ
じ
わ
ら　
ひ
で
ゆ
き　
図
書
館
調
査
役
）
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越
佐
会
廿
五
周
年
紀
念
演
説
集
（
請
求
記
号
・
ト
一
〇　
八
〇
二
、
貴
重
書
扱
）
○
書
誌
事
項
〈
標　
題
〉
越
佐
会
廿
五
周
年
紀
念
演
説
集
（
題
簽
に
よ
る
）
〈
題　
簽
〉
表
紙
左
端
に
貼
付
、
茶
罫
四
周
単
辺
、
標
題
を
墨
書
〈
装　
訂
〉
袋
綴
一
冊
（
肌
色
表
紙
、
遊
紙
二
丁
、
本
紙
一
二
二
丁
、
後
表
紙
）
〈
大
き
さ
〉
二
三
・
一
×
十
五
・
七
㎝
〈
本　
紙
〉
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
（
二
〇
字
×
二
〇
行
、
青
罫
）
〈
本　
文
〉 
墨
書
。
片
面
（
一
〇
行
）
に
つ
き
、
冒
頭
一
行
を
空
け
て
一
行
お
き
に
五
行
記
入
し
て
あ
る
。
全
体
が
一
筆
で
あ
る
が
、
書
写
者
は
未
詳
。
〈
印　
記
〉「
越
佐
会
印
」（
朱
方
印
）、
遊
紙
一
丁
表
右
下
に
押
印
〈
来　
歴
〉 
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
）
三
月
十
五
日
開
催
の
越
佐
会
第
一
八
八
回
（
創
立
二
五
年
紀
念
大
会
）
の
演
説
内
容
の
筆
記
録
。
同
会
よ
り
、
同
年
五
月
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
。
〈
内　
容
〉 
市
島
謙
吉
演
説
（
五
九
丁
）、
一
丁
白
紙
、
竹
越
与
三
郎
演
説
（
三
九
丁
）、
建
部
遯
吾
演
説
（
五
丁
）、
大
隈
重
信
演
説
（
十
七
丁
）、
一
丁
白
紙
。
　
　
　
　
　
  
各
演
説
と
も
丁
数
に
は
本
文
前
扉
一
丁
を
含
む
。
ま
た
市
島
演
説
と
竹
越
演
説
の
本
文
に
は
、
右
上
に
丁
付
が
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
竹
越
演
説
、
大
隈
演
説
つ
い
て
は
巻
頭
に
「
石
橋
速
記
事
務
所
員
速
記
」
と
あ
る
。
早
稲
田
大
学
草
創
期
に
お
け
る
校
友
会
の
一
事
情
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○
翻　
刻
　
　
　
　
　
　
凡　
例
・ 
こ
れ
は
『
越
佐
会
廿
五
周
年
紀
念
演
説
集
』
の
う
ち
「
市
島
謙
吉
君
演
説
」
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
・ 
文
中
の
旧
字
（
異
体
字
含
む
）
は
新
字
に
統
一
し
た
。
濁
点
、
半
濁
点
の
使
用
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
が
、
す
べ
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
・ 
文
中
、
字
句
の
修
正
、
挿
入
、
削
除
が
補
記
さ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
修
正
後
の
形
の
み
を
記
し
た
。
そ
の
上
で
、
あ
き
ら
か
な
誤
字
は
傍
注
を
加
え
た
。
・ 
文
章
の
区
切
り
は
原
文
中
の
句
読
点
を
そ
の
ま
ま
活
か
し
、
追
加
や
変
更
等
は
し
て
い
な
い
。
・ 
各
丁
の
区
切
り
は
カ
ギ
括
弧
（ 
」 
）、
表
裏
を
（
オ
）（
ウ
）
で
示
す
こ
と
と
し
、
本
文
冒
頭
を
一
丁
表
＝
（
１
オ
）
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
原
文
中
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「　
」
に
つ
い
て
は
『　
』
に
置
き
換
え
た
。
─　　─64
（
扉　
題
）
市
嶋
君
演
説
」（
扉
オ
）
　
　
　
扉
裏
は
白
紙
（
本　
文
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
島
謙
吉
君
演
説
諸
君
、
是
れ
よ
り
越
佐
会
の
二
十
五
周
年
の
紀
念
演
説
会
を
催
し
ま
す
る
、
時
刻
が
少
し
く
遅
れ
ま
し
た
に
付
き
ま
し
て
会
長
が
幹
事
の
総
て
の
事
を
兼
ね
ま
す
の
で
多
少
お
話
す
る
こ
と
が
イ
ロ
〳
〵
な
こ
と
に
」（
１
オ
）
亘
り
ま
し
て
混
雑
を
生
ず
る
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
か
ら
予
め
御
承
知
置
き
を
願
ひ
た
い
、
今
日
は
生
憎
大
講
堂
は１
擬
国
会
が２
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
丁
度
時
間
が
衝
突
し
ま
し
て
甚
だ
越
佐
会
の
た
め
に
は
不
幸
を
惹
起
し
た
訳
で
あ
り
ま
す
、
実
は
日
を
変
へ
ま
す
る
や
う
」（
１
ウ
）
に
考
へ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
何
分
越
佐
会
は
越
後
の
余
程
隔
絶
し
た
所
に
ま
で
会
員
が
散
在
し
て
居
り
ま
す
る
為
に
、
前
月
来
此
事
を
計
画
し
て
居
り
ま
し
た
や
う
な
訳
か
ら
致
し
ま
し
て
、
急
に
日
を
変
更
す
る
こ
と
が
出
来
ま
早
稲
田
大
学
草
創
期
に
お
け
る
校
友
会
の
一
事
情
─　　─65
せ
ぬ
の
で
遂
に
今
日
此
処
で
先
方
に
」（
２
オ
）
擬
国
会
の
あ
り
ま
す
に
拘
ら
ず
開
会
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
従
つ
て
会
場
の
如
き
も
臨
時
に
此
図
書
館
の３
楼
上
に
開
く
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
、
図
書
館
の
楼
上
に
斯
様
な
会
を
催
し
ま
す
る
こ
と
は
実
は
今
回
を
以
て
初
め
と
致
し
ま
す
る
の
で
あ
つ
て
、」（
２
ウ
）
甚
だ
偶
然
で
は
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
併
し
図
書
館
の
楼
上
に
越
佐
会
を
開
く
と
申
し
ま
す
る
こ
と
も
多
少
の
因
縁
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
、
此
越
佐
会
は
二
十
五
周
年
と
申
し
ま
す
る
の
で
分
つ
て
居
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
る
が
、
丁
度
此
学
校
が
創
立
せ
ら
れ
ま
し
」（
３
オ
）
て
略
ぼ
一
年
ば
か
り
終
り
ま
し
た
後
に
生
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、
そ
こ
で
当
時
此
越
佐
会
が
イ
ロ
〳
〵
の
こ
と
を
や
り
ま
し
た
中
に
一
つ
誠
に
小
規
模
で
会
員
の
中
に
書
物
を
集
め
て
互
ひ
に
之
れ
を
廻
覧
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
、
其
」
（
３
ウ
）
当
時
の
計
画
者
た
る
即
ち
越
佐
会
の
創
立
者
た
る
昆
田
文
次
郎
君
も
今
日
此
処
に
御
出
席
に
な
つ
て
居
り
ま
す
が
、
昆
田
君
な
ど
の
御
催
し
で
銘
々
イ
ロ
〳
〵
の
書
物
を
買
ふ
こ
と
も
誠
に
不
経
済
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
ど
う
か
一
つ
必
要
の
本
を
買
つ
て
互
ひ
に
之
れ
」（
４
オ
）
を
廻
覧
す
る
こ
と
と
し
て
は
ど
う
で
あ
ら
う
か
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
は
至
極
宜
い
と
云
ふ
こ
と
で
段
々
其
事
が
会
員
達
の
賛
成
を
得
る
と
云
ふ
こ
と
か
ら
致
し
て
、
遂
に
そ
れ
が
幾
許
か
発
達
を
致
し
て
多
少
此
書
物
を
学
校
へ
預
け
て
置
く
と
云
ふ
や
」（
４
ウ
）
う
な
こ
と
に
ま
で
運
ん
だ
、
其
場
合
に
是
れ
は
何
誰
も
御
承
知
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
が
、
極
く
近
年
ま
で
成
立
つ
て
居
り
ま
し
た
同（マ
マ
・
攻
）
好
会
と
云
ふ
も
の
が
あ
つ
て
、
是
れ
は
地
方
に
関
係
な
く
総
て
此
学
校
へ
入
り
ま
す
と
こ
ろ
の
学
生
達
が
其
地
方
の
如
何
に
拘
ら
ず
団
結
」（
５
オ
）
を
致
し
て
イ
ロ
〳
〵
な
研
究
の
こ
と
を
計
画
し
た
同
好
会
と
云
ふ
も
の
が
成
立
つ
た
、
其
同
好
会
と
云
ふ
も
の
が
越
佐
会
の
や
つ
て
居
る
こ
と
は
至
極
宜
し
い
か
ら
と
云
ふ
の
で
、
丁
度
同
じ
や
う
な
こ
と
を
始
め
た
の
で
あ
り
ま
す
、
即
ち
学
校
が
未
だ
甚
だ
振
は
な
い
時
」（
５
ウ
）
代
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
此
同
好
会
が
学
校
の
為
に
幾
許
か
の
書
物
を
募
り
、
又
自
ら
幾
許
か
の
金
を
投
じ
て
書
物
を
蒐
め
て
そ
れ
を
一
つ
学
校
の
図
書
室
へ
蒐
め
て
同
好
会
の
蔵
書
と
致
し
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
、
即
ち
本
館
の
図
書
の
一
番
最
初
の
書
物
と
云
ふ
も
の
は
」（
６
オ
）
同
好
会
の
書
物
で
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
斯
様
な
も
の
が
起
つ
た
の
も
其
動
機
は
何
か
ら
起
つ
た
か
と
申
す
と
、
即
ち
越
佐
─　　─66
会
と
云
ふ
も
の
が
そ
れ
よ
り
前
に
出
来
て
居
り
ま
し
て
、
其
越
佐
会
が
多
少
の
書
物
を
蒐
め
た
と
云
ふ
こ
と
が
動
機
に
な
つ
て
、
同
好
」（
６
ウ
）
会
が
書
物
を
拵
へ
初
め
而
し
て
其
本
が
本
と
な
つ
て
今
日
の
図
書
館
を
成
す
に
至
つ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、
若
し
蟻
の
や
う
な
小
い
も
の
が
地
面
を
掘
ぢ
く
つ
て
そ
れ
が
本
と
な
つ
て
大
な
る
堤
防
を
破
壊
す
る
と
云
ふ
こ
と
の
諺
が
此
場
合
に
引
け
ま
す
る
な
ら
」（
７
オ
）
ば
越
佐
会
と
云
ふ
も
の
は
恰
度
蟻
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
の
で
甚
だ
微
力
の
も
の
に
は
違
ひ
な
い
が
ソ
モ
出
来
初
め
が
恰
も
大
堤
防
を
破
壊
す
る
と
同
じ
く
、
其
当
時
幾
つ
か
の
本
を
蒐
め
た
の
が
誠
に
言
ふ
に
足
ら
ぬ
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
動
機
に
」（
７
ウ
）
な
つ
て
今
日
の
早
稲
田
大
学
の
図
書
館
が
出
来
た
訳
で
あ
る
の
で
あ
る
、
今
日
で
は
相
当
の
も
の
に
な
り
ま
し
た
が
二
十
五
年
の
昔
に
遡
つ
て
見
ま
す
る
と
、
越
佐
会
と
云
ふ
も
の
と
本
館
と
云
ふ
も
の
の
関
係
は
聊
か
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
、
斯
様
に
考
へ
て
見
ま
す
」（
８
オ
）
と
偶
然
な
が
ら
今
日
此
処
で
開
会
を
致
し
ま
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
多
少
の
縁
故
が
あ
る
の
で
、
而
も
今
日
図
書
館
に
関
係
し
て
居
り
ま
す
る
私
が
此
越
佐
会
に
も
関
係
し
て
居
る
と
云
ふ
や
う
な
こ
と
も
是
亦
偶
然
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
斯
様
な
こ
と
で
実
は
此
処
で
」（
８
ウ
）
開
会
す
る
や
う
な
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
、
そ
こ
で
越
佐
会
と
云
ふ
も
の
も
今
日
此
処
に
御
列
席
に
な
つ
て
居
る
諸
君
の
中
に
は
種
々
な
地
方
の
方
に
も
御
混
り
に
な
つ
て
居
り
ま
せ
う
と
考
へ
ま
す
る
が
、
越
佐
会
は
勿
論
新
潟
県
だ
け
の
会
合
に
過
き
な
い
の
」（
９
オ
）
で
あ
り
ま
す
、
其
会
と
云
ふ
も
の
が
早
稲
田
大
学
の
範
囲
に
於
き
ま
し
て
各
地
に
会
が
ご
ざ
い
ま
せ
う
が
其
中
の
唯
一
つ
の
会
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
つ
て
、
唯
々
此
処
に
二
十
五
年
の
年
を
迎
へ
た
と
云
ふ
こ
と
が
聊
か
他
の
イ
ロ
〳
〵
な
団
体
に
比
し
ま
す
る
と
年
」（
９
ウ
）
が
多
い
と
云
ふ
こ
と
だ
け
の
相
違
が
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、
恐
ら
く
此
越
佐
会
と
云
ふ
も
の
が
早
稲
田
大
学
の
学
生
の
団
体
と
致
し
ま
し
て
は
一
番
最
初
に
起
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
考
へ
て
居
り
ま
す
、
又
事
実
左
様
で
あ
る
や
う
に
思
ふ
、
デ
段
々
斯
や
う
な
会
」（
10
オ
）
が
一
年
増
し
に
発
達
し
て
行
く
と
云
ふ
こ
と
も
賀
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
兎
に
角
二
十
五
年
の
間
大
少
の
変
遷
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
今
日
に
到
り
ま
す
る
ま
で
に
恰
も
百
八
十
八
回
に
達
す
る
の
で
あ
り
ま
す
、
之
れ
を
二
十
五
年
に
割
つ
て
見
ま
す
る
と
一
」
（
10
ウ
）
年
に
先
づ
七
回
ば
か
り
開
会
し
た
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
の
早
稲
田
大
学
草
創
期
に
お
け
る
校
友
会
の
一
事
情
─　　─67
で
あ
る
、
毎
年
七
回
開
会
を
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
ナ
カ
〳
〵
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
、
僅
か
に
二
十
人
三
十
人
の
書
生
の
連
中
が
寄
る
の
に
し
ま
し
た
処
で
、
会
と
云
ふ
も
の
を
一
つ
開
く
と
云
ふ
こ
と
は
聊
」（
11
オ
）
か
煩
は
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
兎
も
角
も
一
年
に
六
回
七
回
位
開
い
て
今
日
ま
で
継
続
し
た
処
を
以
て
見
ま
す
る
と
越
佐
会
と
云
ふ
も
の
は
ナ
カ
〳
〵
勉
強
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
つ
て
宜
し
い
、
会
の
長
く
継
続
す
る
こ
と
は
必
し
も
誇
り
と
す
る
に
足
る
も
」（
11
ウ
）
の
で
は
な
い
の
で
一
年
に
一
回
か
、
若
く
は
一
回
も
開
か
ず
し
て
二
年
三
年
の
間
に
一
遍
位
開
い
た
と
云
ふ
の
で
続
い
て
居
る
会
が
幾
ら
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
百
八
十
八
回
を
累
ね
て
此
二
十
五
の
年
を
迎
へ
ま
す
る
こ
と
は
稍
々
是
れ
は
異
例
に
属
す
る
こ
と
で
」（
12
オ
）
あ
ら
う
か
と
斯
様
に
考
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
、
そ
こ
で
越
佐
会
と
云
ふ
も
の
が
斯
様
な
地
方
の
団
体
と
云
ふ
も
の
が
此
学
校
に
於
て
ど
れ
だ
け
必
要
で
あ
る
か
と
斯
様
に
考
へ
て
見
る
と
云
ふ
と
、
随
分
是
れ
は
人
に
依
り
ま
し
て
は
詰
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
と
云
ふ
」（
12
ウ
）
考
を
有
つ
人
も
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
、
同
じ
学
院
に
居
る
処
の
も
の
が
何
の
地
方
の
差
別
が
あ
る
も
の
で
あ
る
か
誰
れ
で
も
友
達
で
あ
つ
て
互
に
会
合
す
れ
は
宜
い
で
は
な
い
か
、
此
節
の
世
の
中
に
な
つ
て
地
方
に
依
つ
て
会
す
る
と
云
ふ
が
如
き
こ
と
は
愚
」（
13
オ
）
の
極
点
で
あ
る
と
云
ふ
や
う
に
考
へ
る
人
も
随
分
な
い
で
は
な
か
ら
う
と
思
ふ
、
一
応
考
へ
て
見
る
と
如
何
に
も
さ
う
で
あ
る
、
併
し
是
れ
は
能
く
考
へ
て
見
る
と
決
し
て
さ
う
で
は
な
い
と
私
は
思
ふ
、
越
佐
会
が
必
要
で
あ
る
が
如
く
に
他
の
地
方
の
会
も
矢
」（
13
ウ
）
張
私
は
必
要
で
あ
る
と
思
ふ
、
私
が
先
年
に
妙
な
例
へ
を
取
る
や
う
で
あ
り
ま
す
が
高
野
山
に
登
り
ま
し
た
節
に
特
に
私
は
其
感
じ
を
深
く
し
た
の
で
あ
り
ま
す
、
高
野
山
へ
往
か
れ
た
方
々
は
此
間
に
幾
ら
か
御
あ
り
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
が
、
御
承
知
の
如
く
高
野
山
」（
14
オ
）
へ
参
り
ま
す
と
イ
ロ
〳
〵
な
坊
が
あ
り
ま
し
て
勿
論
御
承
知
の
通
り
宿
屋
が
な
い
の
で
寺
が
即
ち
宿
を
す
る
の
で
、
越
後
の
人
は
ど
こ
の
寺
と
か
、
武
蔵
の
人
は
ど
こ
の
寺
と
か
、
奈
良
の
人
は
ど
こ
の
寺
と
か
云
ふ
が
如
く
に
チ
ャ
ン
0
0
0
と
寺
が
極
ま
つ
て
居
る
、
是
れ
」（
14
ウ
）
は
ど
う
い
ふ
こ
と
か
ら
左
様
に
し
た
の
か
分
り
ま
せ
ぬ
が
、
兎
に
角
実
際
に
於
て
非
常
な
便
利
な
こ
と
で
あ
つ
て
、
非
常
に
興
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
の
で
す
、
と
申
す
の
は
御
寺
へ
五
十
人
も
百
人
も
泊
ま
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
雑
駁
に
諸
方
の
人
が
集
ま
つ
」（
15
オ
）
─　　─68
て
居
り
ま
し
た
所
で
は
互
の
話
を
交
へ
る
と
云
ふ
や
ふ
な
こ
と
も
甚
だ
む
づ
か
し
い
こ
と
に
な
つ
て
来
る
、
さ
れ
ば
と
申
し
ま
し
て
是
れ
は
宿
屋
仕
掛
で
は
な
い
な（マ
マ
・
衍
）
い
の
で
大
き
な
広
い
部
屋
な
ど
へ
大
勢
を
容
れ
る
処
で
あ
り
ま
す
か
ら
若
し
各
地
の
人
を
ゴ
ツ
チ
ヤ
0
0
0
0
に
」（
15
ウ
）
其
処
へ
容
れ
る
こ
と
に
な
る
と
ナ
カ
〳
〵
取
締
り
も
む
づ
か
し
く
な
り
、
又
銘
々
寄
つ
た
も
の
も
一
向
楽
み
も
な
い
訳
で
あ
り
ま
す
か
ら
今
申
す
が
如
く
県
々
に
依
つ
て
寺
か
分
つ
て
居
つ
て
、
是
れ
は
ど
こ
の
寺
と
云
ふ
こ
と
に
な
つ
て
居
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
」（
16
オ
）
私
の
泊
り
ま
し
た
処
な
ど
も
大
分
沢
山
な
人
が
泊
つ
て
居
り
ま
し
た
が
、
越
後
の
寺
に
属
す
る
寺
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
知
ら
な
い
人
は
沢
山
あ
る
の
で
殆
ど
一
人
も
知
つ
た
人
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
け
れ
ど
も
併
し
皆
話
相
手
に
な
る
、
向
ふ
の
隅
に
も
越
後
の
声
が
す
」（
16
ウ
）
る
、
此
方
の
方
に
も
越
後
の
声
が
す
る
の
で
あ
つ
て
マ
ア
吾
々
の
方
か
ら
言
つ
て
見
ま
す
る
と
彼
は
西
蒲
原
の
人
と
か
、
彼
れ
は
岩
船
の
人
と
か
云
ふ
こ
と
が
分
る
、
二
日
ば
か
り
居
り
ま
す
る
中
に
は
互
に
親
し
み
合
つ
て
イ
ロ
〳
〵
な
話
が
出
る
と
云
ふ
訳
で
」（
17
オ
）
異
郷
に
あ
つ
て
而
か
も
高
山
の
上
に
於
て
郷
土
の
人
の
イ
ロ
〳
〵
な
人
に
遇
つ
て
イ
ロ
〳
〵
の
話
の
交
換
が
出
来
る
と
云
ふ
こ
と
に
就
て
は
深
く
興
味
を
感
じ
た
の
で
す
、
恰
度
之
れ
を
越
佐
会
其
他
の
地
方
の
団
体
に
例
へ
て
見
ま
す
る
と
、
早
稲
田
大
学
は
恰
も
」（
17
ウ
）
高
野
山
の
如
き
も
の
で
あ
る
、
高
野
山
に
登
る
目
的
て
彼
の
高
山
に
登
る
と
同
じ
く
学
問
を
す
る
た
め
に
早
稲
田
大
学
と
云
ふ
広
い
学
院
へ
来
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
サ
テ
之
れ
が
大
勢
の
人
に
交
つ
て
居
つ
て
イ
ロ
〳
〵
な
範
囲
の
友
人
も
ご
ざ
い
ま
せ
う
け
れ
ど
」（
18
オ
）
も
、
矢
張
同
じ
県
の
人
が
ど
こ
か
に
固
ま
つ
て
居
れ
ば
ど
う
も
興
味
が
深
い
と
云
ふ
こ
と
は
丁
度
唯
今
申
す
が
如
く
に
一
つ
の
宿
屋
へ
同
じ
県
の
も
の
が
泊
る
と
云
ふ
と
非
常
に
便
利
が
あ
り
イ
ロ
〳
〵
な
愉
快
が
起
る
と
同
じ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
と
思
ふ
の
で
」（
18
ウ
）
す
、
元
と
此
越
佐
会
の
起
り
ま
し
た
時
分
に
は
僅
か
に
会
員
が
十
人
乃
至
十
五
人
位
し
か
な
か
つ
た
の
で
あ
る
、
斯
様
な
少
数
の
間
に
於
て
は
必
し
も
会
を
設
け
ま
せ
ぬ
で
も
イ
ロ
〳
〵
交
る
便
利
も
あ
る
訳
で
あ
り
ま
す
が
今
日
の
如
く
越
佐
の
出
身
の
学
生
が
百
八
十
人
乃
至
」（
19
オ
）
二
百
人
位
な
大
き
い
も
の
に
な
り
ま
し
て
は
ど
う
し
て
も
一
つ
固
ま
つ
て
置
く
と
云
ふ
こ
と
の
必
要
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
、
即
ち
其
範
囲
に
於
て
唯
一
遍
語
を
交
へ
た
と
か
、
唯
一
早
稲
田
大
学
草
創
期
に
お
け
る
校
友
会
の
一
事
情
─　　─69
遍
互
に
話
し
合
つ
た
と
云
ふ
こ
と
が
、
其
学
校
を
出
て
か
ら
後
に
其
人
が
知
合
ひ
に
」（
19
ウ
）
な
る
の
で
あ
る
、
勿
論
同
じ
学
校
に
遊
ん
だ
処
の
も
の
で
あ
り
ま
す
れ
は
互
に
相
見
な
い
で
も
後
に
は
校
友
と
云
ふ
も
の
に
な
つ
て
互
に
親
し
む
こ
と
に
は
な
る
の
で
あ
り
ま
す
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
一
歩
進
め
て
一
遍
話
を
し
た
と
か
一
遍
交
は
つ
た
と
か
云
ふ
」（
20
オ
）
関
係
が
あ
り
ま
す
る
と
出
て
か
ら
非
常
な
楽
し
み
も
違
う
と
云
ふ
や
う
な
訳
で
あ
つ
て
決
し
て
是
れ
は
或
人
の
解
す
る
が
如
く
地
方
団
体
と
云
ふ
も
の
は
悪
い
も
の
で
は
な
い
│
│
悪
い
も
の
で
な
い
の
み
な
ら
ず
、
是
れ
は
益
々
奨
励
し
て
斯
や
う
な
団
体
と
云
ふ
や
う
な
」（
20
ウ
）
も
の
は
イ
ロ
〳
〵
な
方
面
に
起
る
方
が
私
は
寧
ろ
宜
か
ら
う
か
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
し
て
此
越
佐
会
と
云
ふ
も
の
が
、
二
十
五
の
齢
を
累
ね
ま
し
た
に
就
き
ま
し
て
は
更
に
此
会
と
云
ふ
も
の
が
之
れ
で
終
ら
ず
し
て
益
々
振
つ
て
之
れ
が
五
十
年
若
く
は
百
年
の
年
を
数
」（
21
オ
）
へ
る
に
到
る
や
う
に
私
が
希
望
す
る
次
第
は
此
処
に
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
、
そ
れ
て
イ
ロ
〳
〵
な
方
々
の
混
つ
て
お
出
に
な
り
ま
す
る
処
で
あ
り
ま
す
る
か
ら
越
佐
会
の
方
の
吹
聴
は
余
り
長
く
致
さ
ぬ
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
、
モ
ウ
大
抵
な
ら
は
此
辺
で
よ
」（
21
ウ
）
し
ま
し
て
外
の
諸
君
に
御
演
説
を
願
ふ
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
る
が
、
今
日
は
一
二
御
差
支
の
方
々
が
見
へ
ま
す
る
の
で
モ
ウ
少
し
ば
か
り
私
に
時
間
を
御
与
へ
を
願
ひ
た
い
の
で
あ
り
ま
す
、
私
も
折
角
此
処
へ
現
は
れ
て
参
り
ま
し
て
唯
越
佐
会
の
吹
聴
を
す
る
だ
け
」
（
22
オ
）
で
席
を
去
り
ま
す
る
の
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
り
ま
す
る
か
ら
聊
か
別
の
所
感
を
述
べ
て
見
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
、
そ
れ
で
越
佐
会
が
茲
に
紀
念
会
を
開
く
に
当
つ
て
話
し
も
考
へ
ま
す
こ
と
は
越
佐
会
の
起
り
ま
し
た
当
時
即
ち
今
よ
り
二
十
五
年
ば
か
り
前
の
一
」（
22
ウ
）
体
学
生
の
社
会
気
風
と
云
ふ
も
の
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
つ
た
ら
う
か
、
そ
れ
を
今
日
の
学
生
の
気
風
と
較
べ
て
見
る
と
云
ふ
と
、
ど
ん
な
に
相
違
が
あ
る
も
の
で
あ
ら
う
か
と
云
ふ
感
じ
が
誰
に
も
起
る
の
で
あ
る
、
私
共
が
丁
度
帝
国
大
学
を
出
ま
し
て
か
ら
、
恰
」（
23
オ
）
も
此
早
稲
田
大
学
の
前
身
た
る
東
京
専
門
学
校
と
云
ふ
も
の
が
建
ち
ま
し
た
の
で
す
か
ら
、
恰
度
東
京
専
門
学
校
が
成
立
つ
た
時
分
、
即
ち
越
佐
会
の
起
つ
た
時
分
と
云
ふ
も
の
は
矢
張
帝
国
大
学
の
其
時
分
の
有
様
と
云
ふ
も
の
も
幾
ら
か
関
聯
し
て
居
る
こ
と
に
」（
23
ウ
）
な
る
の
で
あ
り
ま
す
、
此
二
十
五
年
を
迎
へ
ま
し
た
、
今
日
か
ら
考
へ
て
見
ま
す
る
と
云
ふ
と
─　　─70
実
に
今
昔
の
感
に
堪
へ
ぬ
と
私
は
思
ふ
、
そ
れ
は
善
い
方
に
遷
つ
た
か
と
申
し
ま
す
る
と
云
ふ
と
、
遺
憾
な
が
ら
私
共
の
眼
か
ら
見
ま
す
る
と
云
ふ
と
甚
だ
」（
24
オ
）
悪
く
変
つ
た
や
に
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
、
そ
こ
で
今
日
は
学
生
の
団
体
の
会
で
あ
り
ま
し
て
、
何
時
も
の
紳
士
的
の
会
で
あ
り
ま
せ
ぬ
が
故
に
私
も
書
生
に
な
つ
て
│
│
今
日
で
も
無
論
書
生
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
矢
張
諸
君
と
同
じ
に
書
生
と
云
ふ
こ
と
の
下
に
立
戻
つ
て
聊
」（
24
ウ
）
か
観
察
を
し
て
見
や
う
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
、
場
合
に
依
つ
て
は
甚
だ
諸
君
の
忌
諱
に
触
れ
る
と
云
ふ
や
う
な
こ
と
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
互
に
書
生
同
志
で
さ
う
遠
慮
会
釈
も
な
い
訳
で
あ
る
、
紳
士
的
な
好
い
加
減
な
口
上
を
用
ゐ
る
席
」（
25
オ
）
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
か
ら
天
真
爛
漫
に
イ
ロ
〳
〵
な
こ
と
を
言
つ
て
見
る
の
も
亦
学
生
同
志
て
互
に
交
は
る
こ
と
の
一
つ
の
道
で
は
な
い
か
と
思
ふ
、
兎
角
此
節
の
世
の
中
は
御
世
辞
を
巧
く
言
つ
た
り
、
言
葉
を
巧
み
に
言
た
り
す
る
こ
と
ば
か
り
流
行
つ
て
居
つ
て
」（
25
ウ
）
余
り
長
く
理
屈
ば
か
り
言
ふ
と
ア
レ
は
分
ら
な
い
奴
だ
、
不
粋
な
奴
だ
と
云
ふ
こ
と
が
行
は
れ
て
居
る
世
の
中
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
困
る
、
越
佐
会
に
限
ら
ず
此
早
稲
田
大
学
の
範
囲
に
於
き
ま
す
る
と
こ
ろ
の
者
は
宜
し
く
考
へ
た
だ
け
の
こ
と
を
あ
ら
」
（
26
オ
）
は
に
言
ふ
の
は
寧
ろ
一
体
此
学
院
に
居
り
ま
す
る
処
の
貴
い
処
で
あ
ら
う
と
思
ふ
、
そ
こ
で
私
が
少
し
ば
か
り
今
昔
の
学
生
の
評
を
し
て
見
や
う
と
考
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
、
一
言
に
申
す
と
実
は
今
日
石
黒
男
爵４
に
私
は
御
願
ひ
し
て
あ
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、」（
26
ウ
）
石
黒
さ
ん
は
昨
日
か
ら
風
（
マ
マ
）を
引
か
れ
て
今
日
も
後
刻
い
ら
つ
し
や
る
か
知
れ
ま
せ
ぬ
け
れ
ど
も
何
し
ろ
少
し
く
快
く
な
ら
ぬ
と
出
兼
ね
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
前
以
て
昨
日
御
使
で
ご（マ
マ
・
い
脱
）
ざ
ま
し
た
が
、
而
し
少
し
で
も
宜
け
れ
は
御
出
席
に
な
る
と
云
」（
27
オ
）
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
、
と
云
ふ
御
手
紙
が
ご
ざ
い
ま
し
た
、
石
黒
男
爵
に
私
の
御
願
ひ
し
ま
し
た
の
は
、
石
黒
男
爵
の
恰
度
壮
年
の
時
分
の
書
生
の
話
を
し
て
貰
ひ
た
い
、
石
黒
さ
ん
は
今
日
も
武
人
の
側
に
居
ら
る
ゝ
方
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
少
し
く
武
人
的
の
気
質
」（
27
ウ
）
の
こ
と
を
話
を
し
て
戴
き
た
い
と
云
ふ
私
は
注
文
を
し
て
置
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
と
に
因
る
と
御
出
に
な
ら
ぬ
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
か
ら
恰
度
其
題
を
私
が
や
る
や
う
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
る
が
、
今
の
学
生
と
云
ふ
も
の
を
忌
憚
な
く
評
し
て
見
ま
す
る
と
武
士
的
」（
28
オ
）
気
質
が
ま
る
で
な
い
と
斯
早
稲
田
大
学
草
創
期
に
お
け
る
校
友
会
の
一
事
情
─　　─71
や
う
に
断
定
し
て
宜
し
い
と
思
ふ
、
今
よ
り
二
十
五
年
前
の
学
生
と
云
ふ
も
の
は
ど
う
で
あ
つ
た
か
と
申
し
ま
す
る
と
、
ま
だ
昔
の
武
士
気
質
と
云
ふ
も
の
が
幾
ら
か
学
生
間
に
は
あ
つ
た
や
う
に
思
ふ
、
そ
れ
が
今
日
に
至
つ
て
は
全
く
」（
28
ウ
）
缺
け
て
居
る
か
の
如
く
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
、
そ
れ
を
細
か
に
言
つ
て
見
ま
す
る
と
、
先
づ
体
力
の
上
に
於
て
ど
う
で
あ
ら
う
か
、
即
チ
『
ヒ
ヂ
カ
リ
ー
』
に
之
れ
を
考
へ
て
ど
う
で
あ
ら
う
か
と
申
し
ま
す
る
と
先
づ
大
体
に
於
き
ま
し
て
は
私
は
遺
憾
な
が
ら
此
点
に
於
」（
29
オ
）
て
素
よ
り
余
程
遅
れ
て
居
る
と
考
へ
る
、
極
端
に
言
ひ
ま
す
る
と
云
ふ
と
今
日
の
書
生
の
間
に
於
き
ま
し
て
は
多
数
で
は
無
論
あ
り
ま
せ
ぬ
け
れ
ど
も
動
も
し
ま
す
る
と
云
ふ
と
電
車
に
乗
れ
な
い
と
云
ふ
人
が
あ
る
、
電
車
に
乗
れ
ば
酔
つ
て
眩
暈
を
催
す
と
云
ふ
や
」（
29
ウ
）
う
な
人
が
ど
う
か
す
る
と
あ
る
、
デ
電
車
に
乗
れ
ば
酔
う
と
か
或
は
鉄
道
に
乗
れ
ば
眩
暈
を
催
す
と
云
ふ
が
如
き
こ
と
は
一
体
に
婦
人
な
れ
ば
あ
り
勝
の
こ
と
で
あ
る
の
で
す
、
之
れ
を
男
子
の
而
も
若
い
と
こ
ろ
の
学
生
が
、
或
は
斯
や
う
な
こ
と
が
あ
る
と
云
ふ
」（
30
オ
）
こ
と
に
至
り
ま
し
て
は
ど
う
し
て
も
是
れ
は
『
ヒ
ヂ
カ
リ
ー
』
に
悖
つ
て
居
る
と
言
は
ざ
る
を
得
ぬ
と
思
ふ
、
極
め
て
軟
弱
に
な
つ
た
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
原
因
に
就
き
ま
し
て
は
イ
ロ
〳
〵
あ
る
の
で
、
其
原
因
は
長
々
と
言
ひ
ま
す
れ
ば
際
限
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
」（
30
ウ
）
が
兎
に
角
何
も
彼
も
便
利
主
義
に
な
つ
て
参
つ
て
其
便
利
の
た
め
の
一
例
を
言
ふ
と
子
供
等
の
様
子
が
今
日
は
違
つ
て
居
る
、
昔
は
書
物
を
暗
誦
さ
せ
た
、
何
だ
か
分
ら
ぬ
け
れ
ど
も
無
理
に
暗
誦
さ
せ
た
、
そ
れ
て
脳
を
非
常
に
労
し
た
脳
に
向
つ
て
非
常
な
『
バ
ア
デ
」（
31
オ
）
ン
』
を
与
へ
た
、
と
こ
ろ
が
今
日
は
ど
う
で
あ
る
か
と
言
ふ
と
斯
や
う
な
『
バ
ア
デ
ン
』
を
与
へ
て
は
往
か
ぬ
と
云
ふ
の
で
小
さ
な
子
供
に
対
し
ま
し
て
は
御
承
知
の
如
く
絵
の
具
の
這
入
た
彩
色
の
画
を
一
番
最
初
に
教
科
書
の
巻
頭
に
置
い
て
教
へ
さ
せ
る
と
云
ふ
や
う
」（
31
ウ
）
な
便
利
な
仕
方
を
採
つ
て
居
る
、
成
程
便
利
で
あ
る
、
之
が
一
種
の
教
育
法
と
し
て
は
面
白
い
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
併
し
斯
や
う
に
少
し
も
苦
痛
な
く
何
に
も
教
は
る
こ
と
が
結
局
ど
う
で
あ
る
か
と
云
ふ
と
、
そ
れ
が
為
に
頭
も
亦
体
力
も
弱
る
と
」（
32
オ
）
云
ふ
結
果
を
生
ず
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
今
日
動
も
す
る
と
先
刻
申
す
が
如
く
電
車
に
乗
つ
て
も
酔
う
と
云
ふ
や
う
な
極
く
『
ヒ
ヂ
カ
リ
ー
』
の
弱
い
人
の
生
ず
る
の
も
一
つ
は
斯
や
う
な
教
育
な
ど
の
─　　─72
結
果
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
る
が
そ
れ
は
別
論
で
、
或
原
因
が
」
（
32
ウ
）
あ
る
で
あ
ら
う
、
兎
に
角
斯
や
う
な
こ
と
が
事
実
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
、
昔
に
較
へ
ま
す
る
と
今
日
は
宜
い
こ
と
に
は
違
ひ
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
け
れ
ど
も
大
変
に
酒
を
飲
む
人
か
少
く
な
つ
た
や
う
に
思
ふ
、
煙
草
を
喫
む
こ
と
は
余
程
行
は
れ
て
来
た
や
う
で
あ
り
ま
す
が
学
」（
33
オ
）
生
間
で
広
く
酒
を
飲
む
こ
と
は
昔
か
ら
考
へ
て
見
る
と
余
程
衰
へ
て
来
た
や
う
に
思
ふ
、
是
れ
は
宜
い
こ
と
に
違
い
な
い
、
風
儀
の
上
に
於
て
勿
論
宜
い
こ
と
に
違
い
あ
り
ま
せ
ぬ
が
併
し
体
力
の
上
か
ら
言
ふ
と
ど
う
も
酒
に
堪
へ
な
い
位
の
人
が
余
程
多
く
な
つ
て
」（
33
ウ
）
来
た
や
う
に
思
は
れ
る
（
笑
声
起
る
）
又
元
と
は
ナ
カ
ナ
カ
誰
で
も
意
気
盛
ん
な
も
の
で
あ
つ
て
其
抱
負
と
云
ふ
も
の
は
実
に
大
な
る
も
の
で
あ
る
、
直
ち
に
学
校
を
出
れ
ば
大
臣
位
は
何
で
も
な
い
と
云
ふ
や
う
な
抱
負
を
懐
い
た
も
の
で
あ
る
、
と
こ
ろ
が
此
点
は
ど
う
で
」（
34
オ
）
あ
る
か
と
申
す
と
之
れ
が
頗
る
今
日
に
於
て
は
振
は
な
い
こ
と
に
な
つ
た
や
う
に
思
ふ
、
是
れ
も
無
理
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
つ
て
ナ
カ
〳
〵
沢
山
の
学
校
か
ら
し
て
年
々
歳
々
多
数
の
人
が
出
る
の
で
あ
り
ま
す
る
か
ら
其
人
々
が
皆
大
臣
気
取
り
で
も
困
る
、
又
実
業
」（
34
ウ
）
の
方
面
に
向
つ
て
は
岩
崎
や
三
井
家
の
気
取
り
で
も
困
る
に
違
い
な
い
の
で
あ
つ
て
是
れ
は
自
然
の
圧
迫
の
上
か
ら
斯
や
う
な
抱
負
が
ひ
け
め
に
な
つ
て
来
た
こ
と
は
無
理
も
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
け
れ
ど
も
ど
う
も
其
抱
負
と
云
ふ
も
の
が
低
い
や
う
に
私
は
考
へ
る
の
」（
35
オ
）
で
あ
り
ま
す
、
是
な
ど
も
決
し
て
宜
い
こ
と
で
は
な
い
と
私
は
思
ふ
、
一
体
人
は
ど
の
位
の
こ
と
を
理
想
に
致
し
ま
し
て
も
其
理
想
に
達
す
る
こ
と
は
容
易
の
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
か
ら
宜
し
く
遠
大
な
る
理
想
を
有
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
、
遠
大
な
る
志
望
」（
35
ウ
）
を
有
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
、
大
な
る
志
望
を
有
ち
ま
し
て
も
、
其
志
望
の
半
ば
に
も
達
す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
、
況
や
最
初
か
ら
其
抱
負
が
甚
だ
低
く
て
は
ど
う
も
其
人
の
将
来
と
云
ふ
も
の
は
期
し
得
ら
る
ゝ
や
う
な
訳
で
な
い
か
ら
、
是
れ
も
甚
だ
私
は
」（
36
オ
）
困
つ
た
現
象
で
あ
る
と
私
は
思
ふ
、
又
『
ア
ン
ビ
シ
ヨ
ン
』
と
云
ふ
一
段
に
至
つ
て
も
元
と
の
方
が
遥
か
に
高
く
つ
て
今
日
の
方
が
極
め
て
低
い
や
う
に
思
ふ
、
学
生
間
な
ど
に
就
て
一
例
を
取
つ
て
見
ま
す
と
云
ふ
と
元
と
は
斯
や
う
な
『
ア
ン
ビ
シ
ヨ
ン
』
を
有
つ
て
極
く
小
『
ア
」（
36
ウ
）
ン
ビ
シ
ヨ
ン
』
で
あ
り
ま
す
が
一
例
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
何
か
会
で
も
や
る
こ
早
稲
田
大
学
草
創
期
に
お
け
る
校
友
会
の
一
事
情
─　　─73
と
に
な
る
と
内
々
自
分
等
が
其
委
員
に
成
り
た
が
つ
て
一
つ
己
れ
が
や
つ
て
見
せ
る
と
云
ふ
訳
で
以
て
場
合
に
因
る
と
委
員
に
な
る
競
争
な
ど
を
始
め
た
も
の
で
あ
る
、
然
る
に
今
」（
37
オ
）
日
で
は
ナ
カ
〳
〵
さ
う
で
な
い
、
寄
宿
舎
あ
た
り
の
現
象
を
見
ま
し
て
も
、
少
し
気
の
利
い
た
腕
の
あ
る
人
は
ど
う
も
己
れ
は
下
手
を
す
る
と
委
員
に
当
り
さ
う
だ
か
ら
五
月
蝿
い
か
ら
と
云
ふ
の
で
、
ど
う
か
す
る
と
委
員
に
当
り
さ
う
な
時
分
に
は
退
舎
を
し
て
し
ま
う
」（
37
ウ
）
訳
で
あ
る
、
会
な
ど
に
就
て
も
さ
う
で
す
、
越
佐
会
の
諸
君
は
別
で
あ
る
が
何
か
委
員
な
ど
を
嘱
託
で
も
す
る
と
決
し
て
喜
ば
な
い
と
云
ふ
や
う
な
今
日
は
有
様
を
生
じ
て
居
る
、
勿
論
そ
れ
は
能
く
考
へ
て
見
ま
す
る
と
学
業
の
妨
げ
に
な
る
、
椽（縁）の
下
の
番
を
や
つ
た
」（
38
オ
）
処
で
喜
ば
な
い
、
愚
な
話
で
あ
る
け
れ
ど
も
先
づ
昔
と
較
べ
て
見
る
と
、
昔
は
イ
ロ
〳
〵
な
家
庭
の
面
倒
が
あ
つ
て
も
そ
れ
を
排
し
て
も
学
問
の
た
め
に
一
つ
や
つ
て
見
や
う
と
云
ふ
こ
と
で
飛
び
出
し
て
大
い
に
働
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
ナ
カ
〳
〵
」（
38
ウ
）
さ
う
で
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
、
是
れ
も
大
変
な
違
ひ
で
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
、
又
学
生
の
意
気
は
ど
う
で
あ
る
か
と
云
ふ
と
今
日
は
極
め
て
総
て
の
学
生
が
温
和
し
い
、
私
な
ど
も
此
学
校
の
幹
事
を
し
て
随
分
喧
嘩
を
し
て
見
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
共
」（
39
オ
）
の
幹
事
時
代
は
ナ
カ
〳
〵
学
生
が
や
か
ま
し
い
時
代
で
あ
る
、
各
級
か
ら
三
人
や
五
人
は
毎
日
来
て
イ
ロ
〳
〵
談
判
に
来
る
、
従
て
賄
の
方
面
に
於
て
も
賭（賄）夫
征
伐
が
随
分
盛
ん
で
あ
つ
て
、
私
共
の
大
学
に
居
り
ま
し
た
時
分
の
賄
夫
征
伐
よ
り
も
一
層
激
烈
で
ご
ざ
い
」（
39
ウ
）
ま
し
た
が
今
日
は
ト
ン
ト
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
、
私
共
の
幹
事
時
代
に
於
て
卒
業
し
ま
し
た
人
達
を
私
は
今
日
大
分
沢
山
知
つ
て
居
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
何
で
知
つ
た
か
と
云
ふ
と
何
時
で
も
幹
事
に
向
つ
て
反
抗
し
て
参
り
イ
ロ
〳
〵
喧
嘩
を
吹
掛
け
て
来
る
た
め
に
」（
40
オ
）
今
日
其
人
を
知
つ
て
居
る
、
沢
山
な
人
で
す
か
ら
ナ
カ
〳
〵
私
共
は
知
ら
な
い
で
す
が
さ
う
い
ふ
人
を
今
日
も
知
つ
て
居
り
且
又
却
て
他
の
人
よ
り
も
親
し
ん
で
今
で
も
往
来
し
て
居
る
人
は
多
く
さ
う
い
ふ
人
で
あ
り
ま
す
が
兎
に
角
さ
う
い
ふ
こ
と
が
な
く
な
」（
40
ウ
）
つ
た
、
此
節
の
幹
事
や
当
局
者
は
実
に
万
歳
と
云
ふ
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
決
し
て
斯
や
う
な
面
倒
は
な
い
、（
笑
声
起
る
）
是
れ
も
学
校
の
風
紀
の
上
か
ら
言
ふ
と
斯
や
う
な
面
倒
な
こ
と
の
な
い
や
う
に
成
た
け
柔
順
で
あ
る
方
が
宜
い
や
う
て
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
併
」
─　　─74
（
41
オ
）
な
が
ら
学
生
時
代
の
一
体
年
輩
に
於
き
ま
し
て
は
斯
や
う
な
意
気
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
、
苟
も
人
に
屈
し
な
い
と
云
ふ
心
持
が
あ
る
な
ら
ば
随
分
当
局
者
な
ど
は
間
違
つ
た
こ
と
も
な
い
で
は
な
い
、
そ
れ
も
見
遁
し
、
若
く
黙
従
す
る
こ
と
は
必
し
も
善
い
こ
と
で
」（
41
ウ
）
な
い
、
或
場
合
に
至
つ
て
は
大
い
に
反
抗
す
る
が
宜
い
、
さ
う
か
と
言
つ
て
高
田
学
長
に
向
て
直
ち
に
反
旗
を
諸
君
が
飜
せ
と
云
ふ
こ
と
を
奨
励
す
る
訳
で
は
な
い
が
前
後
を
比
較
し
て
見
る
と
其
点
な
ど
に
於
き
ま
し
て
も
甚
だ
し
く
違
ふ
や
う
に
思
ふ
、
又
元
と
の
書
生
」（
42
オ
）
は
天
真
爛
漫
で
あ
つ
て
、
今
日
の
書
生
は
頗
る
天
真
爛
漫
を
缺
い
て
居
る
や
う
に
思
ふ
、
甚
だ
こ
ん
な
席
で
申
す
の
は
所
を
得
な
い
失
礼
な
こ
と
を
申
す
や
う
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
二
十
五
年
前
の
連
中
は
ど
う
い
ふ
こ
と
を
し
た
か
、
或
は
随
分
花
柳
界
」（
42
ウ
）
に
横
行
す
る
者
も
あ
つ
た
の
で
あ
る
、
│
│
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、
其
時
分
に
花
柳
界
に
横
行
し
た
連
中
は
大
道
を
横
行
活
歩
し
て
花
柳
界
に
往
つ
た
も
の
で
あ
る
、
決
し
て
こ
そ
〳
〵
往
く
の
で
は
な
い
、（
笑
声
起
る
）
処
が
今
日
に
至
つ
て
は
ナ
カ
〳
〵
さ
う
で
な
い
、
ア
レ
が
学
生
で
あ
る
か
粋
人
で
あ
る
か
殆
ど
区
別
の
な
い
や
う
に
し
て
こ
そ
〳
〵
」（
43
オ
）
ナ
カ
〳
〵
器
用
に
立
廻
は
る
と
い
ふ
や
う
な
極
て
陰
険
な
る
や
り
方
を
し
て
居
る
、
是
等
も
大
変
な
違
で
あ
る
の
で
す
、
事
柄
は
同
じ
で
す
け
れ
ど
も
前
に
は
極
て
無
邪
気
で
あ
り
今
日
で
は
甚
た
罪
の
あ
る
や
り
方
を
し
て
居
る
位
の
差
が
あ
る
や
う
に
思
ふ
、
而
」（
43
ウ
）
し
て
今
日
の
人
と
昔
の
人
を
較
べ
て
見
る
と
昔
の
方
は
却
て
成
熟
し
て
居
る
、
十
七
八
才
位
の
人
間
は
今
日
は
ま
だ
中
学
校
に
居
る
と
云
ふ
や
う
な
訳
で
極
て
│
│
私
も
小
供
を
有
つ
て
居
り
ま
す
が
誠
に
小
供
臭
い
も
の
で
あ
る
、
智
力
の
上
に
於
て
も
昔
の
十
七
八
」（
44
オ
）
才
よ
り
は
発
達
し
て
居
り
ま
せ
ぬ
、
そ
れ
で
昔
の
十
七
八
才
若
く
は
二
十
才
が
ら
み
の
人
間
は
頗
る
成
熟
な
も
の
で
あ
る
、
好
い
加
減
に
大
抵
な
こ
と
が
出
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
サ
テ
そ
れ
だ
け
出
来
て
居
る
の
に
今
日
の
十
七
八
才
か
ら
二
十
才
位
の
人
」（
44
ウ
）
間
に
較
へ
て
見
ま
す
る
と
昔
の
ほ
う
が
ズ
ツ
0
0
と
ウ
ブ
0
0
で
あ
る
、
大
変
に
小
供
臭
か
つ
た
、
万
端
の
事
に
就
て
総
て
無
邪
気
で
あ
つ
た
が
、
今
日
は
ど
う
で
あ
る
か
と
云
ふ
と
是
は
教
育
の
結
果
で
あ
つ
て
別
に
今
日
の
人
を
咎
め
る
訳
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
が
十
八
才
か
」（
45
オ
）
か（マ
マ
・
衍
）
ら
二
十
一
二
才
位
ま
で
ゝ
あ
つ
て
も
学
力
が
あ
る
訳
で
は
な
い
、
処
が
今
の
気
取
る
側
に
往
早
稲
田
大
学
草
創
期
に
お
け
る
校
友
会
の
一
事
情
─　　─75
く
と
ズ
ツ
0
0
と
昔
よ
り
発
達
し
て
居
る
有
様
に
な
つ
て
居
る
、
ど
う
も
段
々
数
へ
立
て
ま
す
る
と
非
常
な
違
ひ
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ
ま
す
、
私
は
図
書
館
に
従
事
し
て
居
り
」（
45
ウ
）
ま
す
か
ら
図
書
館
の
こ
と
を
承
知
し
て
居
り
ま
す
が
、
今
日
の
イ
ロ
〳
〵
な
科
目
に
就
て
研
究
し
て
居
ら
る
ゝ
処
の
学
生
諸
君
が
図
書
館
へ
来
て
何
を
見
ら
る
ゝ
か
と
云
ふ
と
、
是
れ
も
昔
と
は
違
う
、
昔
は
自
分
の
課
業
な
ど
を
忘
却
し
て
自
分
の
欲
す
る
処
を
」（
46
オ
）
図
書
館
へ
来
て
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
、
そ
れ
で
あ
る
か
ら
昔
の
方
の
人
は
随
分
怠
け
も
し
た
、
其
代
り
学
校
の
課
業
に
ば
か
り
拘
泥
し
な
い
で
随
分
多
方
面
に
渉
つ
て
イ
ロ
〳
〵
な
こ
と
を
研
究
し
た
気
味
が
あ
る
、
今
日
は
ど
う
で
あ
る
か
と
云
ふ
と
唯
其
課
業
に
」（
46
ウ
）
齷
齪
す
る
と
云
ふ
ば
か
り
に
止
ま
つ
て
し
ま
つ
て
偶
々
図
書
館
に
で
も
研
究
に
来
ら
れ
る
と
云
ふ
と
小
説
で
も
見
る
こ
と
に
な
つ
て
居
る
、
是
れ
は
必
し
も
今
昔
の
比
較
だ
け
を
言
ふ
の
で
あ
つ
て
ど
つ
ち
が
宜
い
と
云
ふ
こ
と
を
私
は
申
す
の
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
が
、」
（
47
オ
）
先
づ
相
違
を
言
ひ
ま
す
と
斯
や
う
な
相
違
が
あ
る
や
う
に
思
ひ
ま
（
改
行
・
マ
マ
）
す
、
要
す
る
に
今
日
の
学
生
の
有
様
と
云
ふ
も
の
を
考
へ
ま
す
る
と
先
づ
私
は
武
士
的
性
質
と
云
ふ
も
の
を
殆
ど
全
部
失
つ
て
し
ま
つ
た
と
云
ふ
嫌
か
あ
る
と
思
ふ
、」（
47
ウ
）
武
士
的
性
質
と
申
し
た
処
で
必
し
も
剱
を
按
じ
て
腕
を
振
つ
て
肩
を
怒
ら
し
て
さ
う
し
て
人
に
突
掛
る
と
云
ふ
が
如
き
外
形
上
の
こ
と
を
彼
是
言
ふ
の
で
は
な
い
、
さ
や
う
な
こ
と
は
今
日
は
要
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
武
士
的
精
神
と
云
ふ
も
の
は
今
日
に
至
」（
48
オ
）
つ
て
も
ど
う
し
て
も
私
は
学
生
に
必
要
が
あ
る
と
思
ふ
、
例
へ
は
友
に
交
る
に
信
を
以
て
致
し
ま
す
る
に
し
て
も
或
困
難
な
場
合
に
至
つ
て
自
分
が
身
を
犠
牲
に
供
す
る
と
云
ふ
行
動
を
取
る
に
致
し
ま
し
て
も
、
是
等
は
皆
武
士
的
精
神
か
ら
起
る
の
で
あ
る
、
荀
も
人
に
頼
」（
48
ウ
）
ま
れ
た
な
ら
は
自
分
の
体
が
ど
う
な
ら
う
と
そ
れ
を
や
つ
て
や
る
と
云
ふ
精
神
の
如
き
或
は
人
に
向
つ
て
信
を
以
て
交
る
と
云
ふ
が
如
き
、
総
て
此
人
格
に
関
す
る
処
の
大
切
な
る
気
質
と
云
ふ
も
の
は
多
く
は
武
士
的
気
質
か
ら
私
は
起
つ
て
居
る
と
思
ふ
の
で
あ
り
」（
49
オ
）
ま
す
が
、
そ
れ
が
此
世
の
中
の
変
遷
と
共
に（
明
治
）
二
十
五
年
位
ま
で
は
ま
だ
元
の
が
残
つ
て
居
り
ま
し
た
が
二
十
五
年
以
後
に
な
る
と
段
々
薄
ら
い
で
今
日
に
到
つ
た
傾
き
が
あ
る
や
う
に
思
ふ
、
今
日
か
ら
見
ま
す
る
と
何
も
彼
も
亜
米
利
加
主
義
と
云
ふ
訳
で
、
モ
ウ
─　　─76
少
し
別
」（
49
ウ
）
の
言
葉
で
言
ふ
と
本
能
主
義
で
や
つ
て
往
く
や
う
に
な
つ
て
自
分
さ
へ
宜
け
れ
ば
宜
ろ
し
い
、
又
学
問
さ
へ
能
く
出
来
れ
ば
宜
ろ
し
い
と
云
ふ
こ
と
に
な
つ
て
来
る
の
で
あ
り
ま
す
、
で
あ
り
ま
す
か
ら
今
日
か
ら
の
人
達
と
云
ふ
も
の
は
詰
り
技
師
と
云
ふ
も
の
と
な
」（
50
オ
）
る
こ
と
は
出
来
る
、
そ
れ
は
立
派
な
芸
の
出
来
る
人
は
起
る
の
で
あ
る
、
学
術
の
立
派
に
具
は
る
こ
と
か
出
来
る
人
は
論
を
俟
た
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
が
、
然
ら
ば
人
格
は
ど
う
か
と
云
ふ
と
人
格
の
点
に
至
つ
て
は
遺
憾
な
が
ら
私
は
芸
術
が
出
来
れ
ば
出
来
る
程
人
格
の
」（
50
ウ
）
方
が
後
び
し
や
り
を
す
る
や
う
に
考
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
是
れ
は
独
り
越
佐
会
の
た
め
に
言
ふ
ば
か
り
て
な
く
、
又
学
校
の
一
体
か
ら
見
ま
し
て
も
亦
一
般
の
教
育
の
上
か
ら
考
へ
て
見
ま
し
て
も
頗
る
大
切
な
問
題
で
あ
つ
て
、
ど
う
致
し
て
も
今
日
に
至
つ
て
は
少
し
く
逆
戻
」（
51
オ
）
り
を
致
し
て
昔
の
武
士
的
気
質
と
云
ふ
も
の
を
今
日
へ
引
戻
さ
な
け
れ
ば
ナ
カ
〳
〵
追
付
か
ぬ
こ
と
に
な
り
は
せ
ぬ
か
と
思
ふ
、
越
佐
会
は
二
十
五
年
の
年
を
迎
へ
ま
し
た
が
尚
ほ
数
の
上
に
於
て
は
初
め
は
十
四
五
人
位
の
処
を
以
て
始
め
た
も
の
が
今
日
は
」（
51
ウ
）
殆
ど
八
百
人
を
以
て
数
へ
る
位
に
会
員
が
殖
え
て
来
た
、
是
れ
は
今
度
拵
へ
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
が
学
校
の
卒
業
生
并
に
現
在
在
学
し
て
居
ら
る
ゝ
処
の
百
八
十
人
ば
か
り
の
学
生
、
之
れ
を
合
せ
て
見
ま
す
る
と
四
百
何
十
人
五
百
人
足
ら
ず
の
人
に
な
つ
て
居
る
が
、」
（
52
オ
）
併
し
越
佐
会
員
は
学
校
の
門
を
潜
る
と
云
ふ
と
直
く
に
会
員
で
あ
り
ま
す
が
途
中
で
出
ら
れ
た
方
も
恐
ら
く
五
百
人
位
あ
る
と
思
ふ
、
し
ま
す
る
と
兎
に
角
八
百
人
は
越
佐
会
の
会
員
に
な
つ
て
居
る
、
現
在
の
会
員
は
百
八
十
人
現
に
此
学
校
に
居
る
と
云
ふ
随
分
盛
大
」（
52
ウ
）
な
も
の
と
言
は
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
が
サ
テ
二
十
五
年
の
既
往
に
遡
つ
て
考
へ
ま
す
る
と
、
ど
う
も
此
会
は
数
こ
そ
あ
れ
、
ま
だ
余
り
あ
り
が
た
く
進
ん
で
居
る
と
は
言
ひ
兼
ね
る
の
で
あ
る
、
是
れ
は
独
り
越
佐
会
ば
か
り
咎
め
る
訳
で
は
な
い
の
で
一
」（
53
オ
）
般
の
気
風
が
左
様
で
あ
る
、
ど
う
か
し
て
会
を
開
き
ま
し
て
も
ナ
カ
〳
〵
会
員
が
出
て
来
な
い
、
却
て
ズ
ツ
と
古
ひ
処
の
先
輩
即
ち
此
学
校
の
初
期
の
時
分
に
卒
業
さ
れ
た
人
々
の
方
が
ど
う
か
す
る
と
会
の
多
数
を
占
め
る
、
学
生
の
方
は
一
向
出
て
来
ぬ
と
云
ふ
や
」（
53
ウ
）
う
な
誠
に
妙
な
有
様
で
あ
る
、
是
れ
も
恐
ら
く
越
佐
会
ば
か
り
で
も
あ
る
ま
い
、
他
の
会
で
も
矢
張
さ
う
い
ふ
趣
が
あ
る
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
、
又
何
か
催
早
稲
田
大
学
草
創
期
に
お
け
る
校
友
会
の
一
事
情
─　　─77
し
を
致
し
て
も
会
長
と
か
評
議
員
が
仕
方
が
な
い
か
ら
イ
ロ
〳
〵
な
こ
と
を
案
出
す
る
で
せ
う
、
さ
う
す
る
」（
54
オ
）
と
其
案
出
し
た
方
法
は
実
は
私
共
は
ど
つ
ち
か
と
云
ふ
と
老
人
の
方
で
あ
り
ま
す
が
、
其
案
出
法
が
甚
だ
突
飛
の
や
う
に
聞
へ
る
、
今
の
若
い
人
が
聞
き
ま
し
て
も
そ
ん
な
こ
と
が
行
は
れ
る
か
知
ら
ぬ
と
危
な
げ
に
感
ず
る
こ
と
を
案
出
す
る
、
昔
私
共
が
何
か
発
起
す
る
と
帝
国
」（
54
ウ
）
大
学
の
加
藤
弘
之５
さ
ん
に
叱
ら
れ
て
、
そ
ん
な
こ
と
は
往
か
ぬ
と
叱
ら
れ
た
、
其
叱
ら
れ
た
私
共
が
今
日
計
画
す
る
こ
と
が
今
日
の
人
々
に
却
て
突
飛
で
あ
る
と
思
は
れ
る
こ
と
は
実
に
時
世
の
変
遷
の
甚
だ
驚
く
べ
き
こ
と
に
私
共
は
慨
嘆
す
る
の
で
あ
る
、
二
十
五
年
前
と
今
日
の
」（
55
オ
）
有
様
は
斯
や
う
に
違
う
や
う
に
思
は
れ
ま
す
、
勿
論
誠
に
質
素
に
な
つ
て
来
て
学
生
も
励
み
、
又
当
局
者
も
甚
だ
困
難
な
く
し
て
や
つ
て
往
け
る
と
云
ふ
や
う
な
イ
ロ
〳
〵
な
良
い
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
か
モ
ウ
少
し
く
銘
々
皆
武
」（
55
ウ
）
士
的
精
神
と
言
ひ
ま
す
か
何
に
か
は
や
か
ま
し
く
な
つ
て
往
か
な
け
れ
ば
ど
う
も
追
々
と
此
処
に
出
席
せ
ら
る
ゝ
丈
夫
な
諸
君
ま
で
も
或
は
電
車
に
酔
ふ
や
う
な
こ
と
に
な
り
往
か
な
け
れ
ば
宜
い
が
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
、
マ
ア
ど
う
か
す
る
と
此
節
は
中
学
校
あ
た
」（
56
オ
）
り
か
ら
段
々
高
等
予
科
大
学
ま
で
進
み
ま
す
る
間
に
半
途
で
頭
を
悩
ま
し
て
精
神
過
労
の
為
め
に
倒
れ
る
人
な
ど
も
大
変
に
あ
る
や
う
に
思
ふ
、
其
度
合
な
ど
も
矢
張
り
昔
よ
り
進
ん
で
参
つ
た
や
う
に
思
ふ
、
是
れ
は
教
育
の
上
に
矢
張
『
バ
ア
デ
ン
』
が
重
く
な
り
過
ぎ
た
結
」（
56
ウ
）
果
に
違
ひ
あ
り
ま
せ
ぬ
け
れ
ど
も
、
矢
張
銘
々
少
し
く
意
気
を
高
め
る
と
云
ふ
と
又
そ
れ
で
大
い
に
助
か
る
や
う
に
な
る
と
思
ふ
、
私
は
越
佐
会
の
開
会
の
劈
頭
に
方
り
ま
し
て
兎
に
角
越
佐
会
と
云
ふ
も
の
が
二
十
五
年
経
過
し
た
と
云
ふ
こ
と
を
諸
君
に
御
吹
聴
し
ま
す
」（
57
オ
）
と
同
時
に
、
越
佐
会
と
云
ふ
も
の
は
余
程
奮
発
を
致
し
ま
せ
ぬ
と
云
ふ
と
此
先
唯
年
を
迎
へ
る
と
云
ふ
に
過
ぎ
ぬ
の
で
段
々
老
境
に
達
す
る
と
云
ふ
こ
と
の
或
は
先
駆
で
あ
る
か
知
ら
ぬ
と
思
ふ
、
斯
や
う
な
こ
と
を
此
処
に
発
表
し
ま
し
て
、
越
佐
会
と
云
ふ
も
の
に
対
し
」（
57
ウ
）
て
将
来
を
警
め
又
自
ら
も
誡
め
る
積
り
で
あ
り
ま
す
、
若
し
私
の
申
し
ま
し
た
こ
と
が
聊
か
諸
君
の
御
耳
に
留
ま
つ
て
成
程
そ
ん
な
訳
が
あ
る
な
ら
吾
々
も
随
分
奮
発
し
て
や
ら
う
と
云
ふ
や
う
な
御
考
が
若
し
付
き
ま
し
た
な
ら
ば
、
是
れ
は
実
に
私
の
望
外
な
幸
と
す
」（
58
オ
）
る
処
で
あ
り
ま
す
。
─　　─78
（
拍
手
喝
采
）　　
〈
以
下
、
余
白
〉」（
58
ウ
）
翻
刻
注
（
１
）　
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
）、
大
隈
重
信
か
ら
の
寄
付
金
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
煉
瓦
造
二
階
建
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
二
階
を
講
堂
と
し
、一
階
に
は
図
書
室
が
置
か
れ
た
。一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
）、
関
東
大
震
災
に
よ
り
崩
壊
。『
早
稲
田
大
学
図
書
館
百
年
史　
写
真
と
資
料
で
見
る
一
〇
〇
年
』（
同
館
編
刊
、
一
九
九
〇
年
）
参
照
。
（
２
）　
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
三
）
七
月
、
第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
十
一
月
に
は
第
一
回
の
帝
国
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
、
議
員
は
も
ち
ろ
ん
、
政
府
に
と
っ
て
も
最
初
の
体
験
で
あ
り
、
国
会
運
営
や
議
事
進
行
の
不
手
際
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
擬
国
会
は
、
学
生
だ
け
で
な
く
教
員
も
含
め
て
、
学
内
の
人
々
で
議
員
、
官
吏
、
大
臣
ら
の
役
職
を
分
担
し
て
国
会
を
模
し
て
議
事
進
行
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
議
会
の
仕
組
み
や
運
営
方
法
、
さ
ら
に
は
演
説
の
技
術
向
上
を
は
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
高
田
早
苗
、
天
野
為
之
ら
、
学
校
関
係
者
が
衆
議
院
議
員
と
し
て
帝
国
議
会
の
現
状
を
目
の
当
た
り
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
第
一
回
帝
国
議
会
の
翌
年
、
一
八
九
一
年
四
月
に
は
最
初
の
擬
国
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
一
巻
（
早
稲
田
大
学
、
一
九
七
八
年
）
参
照
。
（
３
）　
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
）
一
〇
月
、
早
稲
田
大
学
へ
の
名
称
変
更
と
時
を
同
じ
く
し
て
完
成
。
そ
れ
ま
で
講
義
棟
や
大
講
堂
の
一
部
に
置
か
れ
て
い
た
図
書
館
が
、
は
じ
め
て
独
立
し
た
建
物
と
な
っ
た
も
の
。
煉
瓦
造
三
階
建
の
書
庫
と
、
木
造
二
階
建
の
閲
覧
室
の
二
棟
か
ら
な
っ
て
お
り
、
一
九
二
五
年
（
大
正
十
四
）
の
新
図
書
館
開
館
ま
で
使
用
さ
れ
、
そ
の
後
、
書
庫
部
分
は
倉
庫
と
し
て
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
前
掲
翻
刻
注（
１
）書
参
照
。
（
４
）　
石
黒
忠
悳
（
一
八
四
五
│
一
九
四
一
）。
最
初
平
野
姓
で
あ
っ
た
が
、
一
八
六
〇
年
（
万
延
元
）
に
祖
家
で
あ
る
越
後
国
片
貝
村
の
石
黒
の
姓
を
継
い
だ
。
江
戸
で
西
洋
医
学
を
修
め
、
幕
府
の
医
学
所
に
も
学
ん
だ
。
維
新
後
は
文
部
省
さ
ら
に
は
兵
部
省
軍
医
寮
に
勤
務
、
軍
医
総
監
、
枢
密
顧
問
官
な
ど
を
歴
任
し
た
。
大
塚
恭
男
「
石
黒
忠
悳
」
（『
国
史
大
辞
典
』
第
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）、
市
島
春
城
「
石
黒
子
爵
」（『
春
城
談
叢
』（
千
歳
書
房
、
一
九
四
二
年
）。
（
５
）　
加
藤
弘
之
（
一
八
三
六
│
一
九
一
六
）、
但
馬
国
出
石
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
江
戸
へ
出
て
甲
州
流
兵
学
、
蘭
学
な
ど
を
学
ん
だ
。
明
治
政
府
で
は
大
学
大
丞
、
外
務
大
丞
、
元
老
院
議
官
等
を
経
た
の
ち
、
東
京
大
学
総
理
と
な
っ
た
。
春
城
の
東
京
大
学
退
学
願
を
受
理
し
た
の
も
加
藤
で
あ
る
。
鹿
野
政
直
「
加
藤
広
之
」（『
国
史
大
辞
典
』
第
三
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
）、「
市
島
春
城
退
学
願
書
」
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
市
島
春
城
資
料
の
う
ち
『
愧
存
経
歴
文
書
』）。
